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１． はじめに

近年，消費者は使いやすさや快適性など，感性的

な価値への関心が高い．家電機器でも生体状態を推

定し，ユーザーの生理状態にあわせるような制御が

行われるようになっている 1)．家電製品などを生体

信号に基づいて制御する場合，得られた信号を適当

な処理方法に従って自動的に，すなわち，人にとっ

て受動的に制御する方法と，得られた信号をユーザ

ーが解釈して能動的に機器を操作する方法が考えら

れる．後者の場合には，自らの生理状態の計測結果

を基にした，生体信号の解釈が必要である．このた

め，生体信号から特徴を抽出して，簡易に表示，解

釈する方法が求められている．そこで，本研究では，

快適臭または不快臭を吸引したときの生体信号を計

測し，脈波の時系列データから人の心身状態を簡易

に推定する方法を検討したので報告する．

２． 実験方法
ニオイ吸引時の生体信号から心身状態の推定を行

うために，快適臭および不快臭を吸引したときの生

体信号の計測を行った．実験に用いた試料は，事前

に行ったニオイに関する調査から，快適臭としてヒ

ノキ材チップを，不快臭としてゼラチンカプセルを

それぞれ選択した．被験者は成人男性 3 名で，試験

時は椅座位閉眼で安静をとらせた．それぞれの試料

について，3 分間の安静を経た後，3 分間のニオイ

の吸引を行わせ，その後，3 分間の安静をとらせた．

ニオイの吸引方法は，机上に置いた試料から自然に

ニオイを放散させた状態で吸引させた．生体信号と

して，心電図及び指尖脈波を計測した．指尖脈波の

波形処理として自動車運転時のドライバーの覚醒度

評価 2)に用いられているリターンマップ手法を用い

た．リターンマップは，ゆらぎを視覚的にとらえる

場合に有効な手法で，重心点まわりの極モーメント

およびマップの稠密度という指標が用いられる．モ

ーメントは指先の血流量を表現し，不快時には血流

量が少なくなりモーメントは小さくなる．心電図か

らは心拍変動の分析を行うために瞬時心拍数から

R-R 間隔を求め，心拍変動時系列のパワースペクト

ルから交感神経系指標(LF/HF，HF 成分（High

Frequency component）0.15Hz-0.45Hz，LF 成分

(Low Frequency component) 0.05Hz-0.15Hz)を算

出した．ここで，HF 成分は副交感神経活動の指標

として，LF/HF は交感神経活動の指標として多くの

研究で利用されている．精神性負荷により副交感神

経の活動が低下すると HF 成分は減少し，LF/HF は

増加する．したがって，ニオイ吸引前後の LF/HF

の値を比較することで，ニオイ吸引によるストレス

を評価できる．

３． 結果と考察
心電図のR-R間隔時系列データより交感神経系指

標(LF/HF)を算出した結果を図 1 に示した．図 1 よ

り，吸引前安静時では，同様の室内環境であるので，

両者の LF/HF 値はほぼ等しい値であり，リラック

スした状態である．ニオイ吸引時を比較すると，カ

プセル臭吸引時の LF/HF 値は非常に大きな値とな

っている．すなわち，不快臭を吸引することでスト

レス状態であることが分かる．指尖脈波から求めた
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